










サニーボードに就いて
佐 野 清 一

  サニーボードの製造法
  当工場は未利用広葉樹、工場廃材等の現在利用価値の低いものを原料として木材の合理
的利用を計ると共にこの経営試験を行うことを目的として建設された我国初めての中間試
験工場である。
  工場の設計に当っては先進国であるスウェーデン、米国等各国の方法を検討し夫々の長
所を採り入れると共に我国の現況を考慮してセミケミカルー湿式法を採用したのである。
即ち将来繊維板の原木は専ら工場廃材、二次材、間代材等の樹種、形状共に雑多なものに
なることを考え、従ってパルプ化工程がチップの蒸煮による軟化とミルによる解繊の二段
階に確然と分けられて樹種及び用途に応じて適宜パルプ化の条件が調整出来且つその設備
が殆ど国産品で調えられる為に当工場はセミケミカルー湿式法を採用したのである。
  当工場は年間約 7000～10000 石の原木を消費して 3×6 尺の硬質繊維板 60000～100000
坪を生産することが出来る。その製造工程は別図の通りでありこれを参照されたい。



  サニーボードの特徴
サニーボードの物理的性質は下表の通りである。

  以上述べた様にサニーボードは我国最初の製法による硬質繊維板であって精選されたパ
ルプを用い、且つ耐水性薬剤を併用してあるためにその表面は淡色平滑で光沢がありテッ
クスに比べて非常に硬く又高度の耐水性を有している。
1． サニーボードは一般製材及び合板の様に縦横の方向性が無く全方向に一様な性質を持
   っているので施工後、温室及び湿度に影響されて所謂狂うことはない。
2． 表面は平滑、裏面は網目で色は淡色であるから塗装の必要なく好みにより何れの面で
   もすぐ使用出来又現場で簡単に工作出来るので施工は極めて容易である。
3． このサニーボードは一般に保温力が大きいので寒地向けの防寒材としては第一位で内
   壁、天井張りに使用される。
4． 又耐水性がある為ブッロク建築の難点とされている湿気の凝縮の問題は解決される、
   又風呂場、台所の水のかかる場所には特にオイルテンパーしたサニーボードを用いれば
   良い。

サニーボードはどんな所に使われるか
音や温度の調節を必要とする講堂や劇場の壁、天井

教室の天井、壁、黒板や小家具

 1．屋    根    茸
 2．外          壁
 3．内          壁
 4．天          井
 5．間    仕    切
 6．床          張
 7．浴    室    壁
 8．厨  房  腰  壁
 9．厨  房   家 具
10．各          棚
11．押          入
12．出  入  口  扉
13．畳    下    張



日本風の住宅の天井や壁、音や隙間風を防ぐために畳下の床に用いられる。

船舶や近代風の部屋の壁、天井

バスや汽車、店頭等の弯曲部

  サニーボードはどのようにして使うか
1．下地
   半柱の間隔は一尺乃至一尺五寸に、胴縁の間隔は二尺乃至三尺の下地とする。これ以上
   広くすると張った後、濡れた場合ダルミの出来ることがある。
2．切断
   サニーボードは大工鋸やベニヤ鋸で容易に切れます。又手鉋で面取りも出来ます。而し
   能率的な裁断は丸鋸を使い、面の丸味はグラインダー加工が最も良い。

3．釘打
   サニーボードを打ち付ける際に大切なことは、ボードとボードとの継目をしっかり付け
   てはいけない、約五厘位開けて置く必要がある。釘はサニーボードの厚さの約八分位長
   いものを使用する。
   釘は截り口より六分位内側で三寸の間隔をおいて打ち付ける。中央部の打ち付けは五寸
   乃至六寸を開ける。釘は真中の上より打ち始め下方の隅で終わる。板の上にサニーボー
   ドを置いて床より少し離して打ち付ける。板は上の方を打ち始めたときはずされる。
4．天井の張り方
   天井を張る場合は T 型の支柱でしっかりサニーボードを支え、天井の端のサニーボー
   ドの真中の釘より打ち始める。



5．水打ち
   サニーボードは温度変化による伸縮は殆どないが、自然木と異なり四方に均一に伸びる

ので、特に我国の様に梅雨期があり、年間温度変化の多い所では水打ちをすることが望
ましい。（写真四）その方法は、使用する前にサニーボードの網目に柄のついた雑巾、
スポンジブラシ等で水をタップリ含ませ、二枚の水を含んだ裏側を合わせて取付ける場
所に積み重ねて、重しを置く、そして水打ちは取付の一日前（12－16 時間）に行う。

6．特殊曲面施行
サニーボードは容易に曲げられるので、家、客車バス、船の天井や壁、家具、店頭の彎
曲部に使用することが出来る。
この場合には特に充分網目に水打ちを行い、2 時間経過後に所定の位置に張り付ける。
又小さな曲率の場合は木型を作り仮止めしてサニーボードが完全に乾燥してから木型
から外せば所要曲面板が得られる。

7．台所、風呂場、其の他特に耐水性を要求される所にはオイルテンパーボードの使用をお
   勧めする。

8．切り口の継ぎ方
   サニーボードの継目をどのようにするかは、夫々の好みに応じて各種の方法がある
が、何れにしても継目を完全に覆い隠し滑らかな目立たない表面を得ることは難しいの
で、下に見られるような方法をお勧めする。
又部屋の大きさや張る場所に応じて一枚の大きさを 1 尺 5 寸×2 尺、2 尺×3 尺、3 尺×
3 尺等に切断したり網目を出すことに依り装飾的効果は更に大となる。

色々の形の木や金属で作られたモールドで覆われる。

開いた継ぎの場合は縁を斜めに切り落とし開いた部分の取付角材を予め色塗しておく。

縁を斜めに切ったサニーボードで覆われる。

嵌め込み装飾用小板を使ったもの。

面を斜めに切って内部装飾的効果を出したもの。この場合はモールドやジョイナーの代価
を坪当り 40 円～100 円も節約することが出来る。

羽目板の装飾的効果はサニーボードで作った覆板でも作られる。



9．代表的な使用法
  
コンクリート、接着剤で固定
1．コンクリート
2．接着剤
3．サニーボード

コンクリートの下地板に固定
1．コンクリート
2．釘を打った角材
3．壁に塗った熱アスファルト
4．サニーボード

煉瓦壁の地板に固定
1．煉瓦
2．壁面上の耐水剤
3．小さな角材
4．サニーボード

10．サニーボードの規格
1．種類     普通製品   

         オイルテンパーボード
2．大きさ   3 尺×6 尺
3．厚さ     4mm
4．表面     片面平滑
            片面網目
5．色       褐色
            灰色


